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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月16日(2008.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
哺乳動物におけるドライアイまたはブドウ膜炎の処置のための組成物であって、該組成物
は、
　薬学的に受容可能なキャリアと薬学的に有効な量の式Ｉの化合物
【化１】

とを含み、該式Ｉの化合物において、
　Ｒ１は、Ｃ２Ｈ５、ＣＯ２Ｒ、ＣＯＮＲ２Ｒ３、ＣＨ２ＯＲ４、またはＣＨ２ＮＲ５Ｒ
６であり、Ｒは、Ｈ、Ｃ１～６直鎖アルキルもしくはＣ１～６分枝アルキル、Ｃ３～６シ
クロアルキル、またはフェニルであるか、または
　Ｒ１は、式ＣＯ２

－Ｒ＋のカルボン酸塩であり、Ｒ＋は、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、もし
くは式＋ＮＲ１０Ｒ１１Ｒ１２Ｒ１３のアンモニウム部分であり；
　Ｒ２、Ｒ３は、独立して、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、ベンジル
、フェニル、ＯＨ、ＯＣＨ３、もしくはＯＣ２Ｈ５であり、但し、Ｒ２、Ｒ３のうちの多
くとも１つだけが、ＯＨ、ＣＯＨ３、もしくはＯＣ２Ｈ５であり；
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　Ｒ４は、Ｈ、Ｃ（Ｏ）Ｒ１４、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、ベンジル
、もしくはフェニルであり；
　Ｒ５、Ｒ６は、独立して、Ｈ、Ｃ（Ｏ）Ｒ１４、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロア
ルキル、ベンジル、フェニル、ＯＨ、ＯＣＨ３、もしくはＯＣ２Ｈ５であり、但し、Ｒ５

、Ｒ６のうちの多くとも１つだけが、ＯＨ、ＣＯＨ３、もしくはＯＣ２Ｈ５であり；
　Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９は、独立して、Ｈ、ＣＨ３、Ｃ２Ｈ５、Ｃ（Ｏ）Ｒ１４、もしくはＣ
Ｏ２Ｒ１５であるか、または
　Ｒ７とＲ８とが一緒になってカルボニル基を構成するか、またはＲ８とＲ９とが一緒に
なってカルボニル基を構成するか、またはＯＲ８とＲ１とが一緒になって、環状エステル
を形成し；
　Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３は、独立して、ＨもしくはＣ１～６アルキルであり、
各アルキル基は、必要に応じて、ＯＨ置換基もしくはＯＣＨ３置換基を保有し；
　Ｒ１４は、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、ベンジル、もしくはフェ
ニルであり；そして
　Ｒ１５は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、ベンジル、もしくはフェニル
である、
組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物であって、前記式Ｉの化合物について、
　Ｒ１は、Ｃ２Ｈ５、ＣＯ２Ｒ、もしくはＣＨ２ＯＲ４であり；
　Ｒは、Ｈ、Ｎａ＋、ＮＨ４

＋、ＣＨ３、Ｃ２Ｈ５、ｎ－Ｃ３Ｈ７、もしくはｉ－Ｃ３Ｈ

７であり；
　Ｒ４は、Ｈ、ＣＯＣＨ３、もしくはＣＨ３であり；そして
　Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９は、独立して、Ｈ、ＣＨ３、ＣＨ３ＣＯであるか、
　Ｒ７とＲ８とが一緒になってカルボニル基を構成するか、またはＲ８とＲ９とが一緒に
なってカルボニル基を構成するか、またはＯＲ８とＲ１とが一緒になって、環状エステル
を形成する、
組成物。
【請求項３】
請求項２に記載の組成物であって、前記式Ｉの化合物は、構成
【化２】

を有する、組成物。
【請求項４】
請求項１に記載の組成物であって、前記式Ｉの化合物は、構成

【化３】

を有する、組成物。
【請求項５】
請求項３に記載の組成物であって、前記式Ｉの化合物は、ブドウ膜炎を処置するために効
果的である、組成物。
【請求項６】
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請求項３に記載の組成物であって、前記式Ｉの化合物は、ドライアイを処置するために効
果的である、組成物。
【請求項７】
請求項５に記載の組成物であって、前記化合物は、
【化４】

からなる群より選択される、組成物。
【請求項８】
請求項６に記載の組成物であって、前記化合物は、
【化５】

からなる群より選択される、組成物。
【請求項９】
請求項５に記載の組成物であって、前記薬学的に有効な量は、０．１％（重量／体積）～
１％（重量／体積）である、組成物。
【請求項１０】
請求項６に記載の組成物であって、前記薬学的に有効な量は、０．００００３％（重量／
体積）～０．００１％（重量／体積）である、組成物。
【請求項１１】
請求項９に記載の組成物であって、前記薬学的に受容可能なキャリアは、界面活性剤、張
度調整剤、緩衝剤、防腐剤、共溶媒、および増粘剤からなる群より選択される１種以上の
成分を含む、組成物。
【請求項１２】
請求項１０に記載の組成物であって、前記薬学的に受容可能なキャリアは、界面活性剤、
張度調整剤、緩衝剤、防腐剤、共溶媒、および増粘剤からなる群より選択される１種以上
の成分を含む、組成物。
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